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５
月
に
発
表
さ
れ
た
２
０

１
２
年
３
月
卒
業
予
定
者

（
現
４
年
次
生
）
の
大
卒
求

人
倍
率
は
１
・
２３
倍
と
、
前

年
度
よ
り
０
・
０５

マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
た
。
今
年
度
の
特

徴
と
し
て
は
、
大
手
企
業
が

採
用
人
数
を
増
加
さ
せ
、
中

小
企
業
が
減
少
さ
せ
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
就
職

活
動
真
っ
最
中
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
特
に
大
手
企
業
で
は
選

考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
約
２
カ

月
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
。

本
学
の
第
２
回
内
定
率
調

査
（
６
月
２６
日
付
）
も
３２
・

９
％
と
前
年
比
で
１０
・
４


下
回
っ
た
が
、
こ
れ
は
全
国

的
な
情
況
で
、
多
く
の
企
業

が
震
災
に
よ
る
採
用
予
定
数

の
変
更
は
な
い
と
し
て
お

り
、
最
終
的
に
は
前
年
度
を

上
回
る
内
定
率
に
届
く
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

そ
ん
な
中
、
就
職
課
で
は

「
就
職
環
境
は
変
え
ら
れ
な

い
。
採
用
活
動
は
ま
だ
ま
だ

続
い
て
い
る
の
で
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ

て
、
冷
静
に
、
粘
り
強
く
活

動
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

本
学
で
は
学
生
た
ち
が
希
望
の
就
職
を
か
な
え
る
た
め
に
、
就
職
課
が
き
め
細
か

な
個
別
就
職
相
談
や
幅
広
い
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
る
。学
生
た
ち
は
主
体
性
や
能
動
性
を
養
う
と
と
も
に
、就
職
活
動
に
向
け

た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
、厳
し
い
就
職
戦
線
を
乗
り
切
る
力
を
手
に
す
る
。

倫
理
憲
章
が
改
定
さ
れ
、

就
職
活
動
の
早
期
化
・
長
期

化
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。

採
用
広
報
活
動
が
１２
月
１

日
以
降
に
変
更
さ
れ
る
な

ど
、
就
職
・
採
用
日
程
に
変

化
が
見
ら
れ
る
。
本
学
で

も
、
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
催
時
期
を
変
更
す
る
な

ど
し
て
、
対
応
す
る
。

「
３
年
次
の
夏
は
就
職
活

動
に
向
け
た
準
備
に
取
り
掛

か
る
大
切
な
時
期
」
と
い
わ

れ
る
中
、
就
職
課
で
は
①
新

聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
社
会
を

知
る
②
学
業
に
力
を
入
れ
、

自
信
を
持
っ
て
語
れ
る
専
門

分
野
を
作
る
③
自
信
を
持
っ

て
語
れ
る
体
験
・
経
験
を
積

む
④
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
の
筆
記
試

験
対
策
を
始
め
る
、
の
４
点

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
話

し
て
い
る
。

後
期
か
ら
は
、
本
格
的
に

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
。
本
番
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
の
中
で
面
接
が
体
験

で
き
る
「
総
合
就
職
合
宿
研

修
会
」
、
実
際
に
社
会
人
の

方
か
ら
生
の
声
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
「
学
内
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
訪
問
」
な
ど
が
展
開
さ

れ
、
内
定
を
得
た
先
輩
方
が

「
学
生
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
と
し
て
実
体
験
を
も
と

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

就
職
課
で
は
「
第
１
回
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
１０
月
上

旬
）
に
必
ず
出
席
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

就
職
課
が
４
年
次
生
向
け

に
行
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
は
①
学
内
企
業
説
明
会

の
開
催
②
個
別
就
職
相
談
③

大
学
に
届
く
求
人
票
の
公
開

な
ど
が
あ
る
。

①
は
、
約
２
１
８
社
が
参

加
し
、
６
月
２９
日
か
ら
７
月

１
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
説
明
会
（
８

面
参
照
）
を
は
じ
め
、
今
後

も
随
時
開
催
さ
れ
る
予
定

（
１０
面
参
照
）
。

②
は
、
予
約
不
要
で
ス
タ

ッ
フ
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
親

身
に
対
応
。
昨
年
度
の
総
相

談
件
数
は
１
万
３
千
件
を
超

え
、
志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ

の
練
り
直
し
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

（
Ｅ
Ｓ
）
の
添
削

な
ど
も
行
う
。

③
は
、
卒
業
生

が
活
躍
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
か

ら
、
「
専
大
の
学

生
を
採
用
し
た

い
」
と
い
う
熱
意

を
持
つ
企
業
か
ら

の
求
人
が
増
加
。

こ
れ
ら
の
情
報
は

「Ｓ
-
ｎ
ｅ
ｔ

」

に
集
積
さ
れ
、
学

生
は
自
宅
パ
ソ
コ

ン
か
ら
も
閲
覧
が

可
能
。

こ
の
ほ
か
、
就
職
課
に
は

多
く
の
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て

お
り
、
随
時
提
供
し
て
い

る
。
「Ｓ

-
ｎ
ｅ
ｔ

」
や
ポ

ー
タ
ル
に
注
目
し
、
就
職
活

動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
「
思
う
よ
う
な
就

職
活
動
が
で
き
な
く
て
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
時
に

は
息
抜
き
も
必
要
で
す
」と
、

ス
タ
ッ
フ
は
話
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
経
済
産

業
省
が
提
言
す
る
「
社
会
人

基
礎
力
」
を
養
う
一
環
と
し

て
、
新
日
本
有
限
責
任
監
査

法
人
の
協
力
で
「
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
語
る
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
事
情
」
と
題
し
た
キ

ャ
リ
ア
支
援
公
開
講
座
を
開

講
し
て
い
る
。
今
年
度
は
５

月
１２
日
か
ら
７
月
１４
日
ま
で

の
全
１０
回
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
さ
れ
た
。

こ
の
講
座
は
学
生
の
み
で

な
く
、
一
般
の
方
も
受
講
。

経
済
の
変
化
を
知
り
、
経
営

的
感
覚
を
磨
く
こ
と
を
目
的

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
活

躍
中
の
会
計
士
な
ど
が
講
師

を
務
め
、「
知
的
財
産
」「
災

害
対
策
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）」と
い
っ
た
最
新
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
解
説
し
た
。

第
１
回
に
は
、
本
学
Ｏ
Ｂ

で
同
監
査
法
人
国
際
部
Ｆ
Ａ

Ａ
Ｓ
シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
の

須
藤
修
司
さ
ん
（
昭
６２
経

営
）
が
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
概
要

と
そ
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
。
会
社
員
や
学
生
な
ど

約
２０
人
が
参
加
し
た
。
金
融

庁
は
２
０
０
９
年
２
月
、
日

本
に
お
け
る
今
後
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
（
国
際
財
務
報
告
基
準
）

適
用
に
向
け
て
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
案
を
公
表
。
企
業
の
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
へ
の
対
応
は
不
可
避
の

状
況
と
な
っ
て
き
た
。
講
義

で
は
、
世
界
共
通
の
会
計
基

準
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
入
門
編
と
し

て
、
そ
の
成
り
立
ち
や
日
本

に
お
け
る
動
向
、
財
務
諸
表

の
特
徴
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
概
説
さ
れ
た
。

就
職
活
動
に
臨
む
に
当
た

り
、
自
ら
の
働
き
方
や
生
き

方
を
描
く
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
が
大
切
と
な
る
。
専

修
大
学
で
は
学
生
自
ら
が
将

来
像
や
目
標
を
設
定
す
る
た

め
に
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
∥

小
林
隆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
教
授
）
が
手
助
け
し
て

い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
の
配

布
や
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ｉ
ｎ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｈ
ｕ

」「
実
務

家
講
座
」「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
講
座
」
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
科
目
・
課
外
講
座
の

開
講
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
実
施
、「
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
専
大
グ
ラ
ン

プ
リ
」
「
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

開
催
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

学
生
の
就
業
力
育
成
と
、

勉
学
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
を
含
め
た
「
社
会

と
大
学
と
の
間
の
学
び
サ
イ

ク
ル
の
活
性
化
」
は
、
文
部

科
学
省
「
大
学
生
の
就
業
力

育
成
支
援
事
業
」
２
０
１
０

年
度
に
選
定
さ
れ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
行
う
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

本
学
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
）
」
を

希
望
す
る
学
生
に
向
け
、
経

済
・
経
営
・
商
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
の
各
学
部
で
正
課

科
目
を
開
講
し
て
い
る
ほ

か
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
を

設
置
し
、
情
報
提
供
や
相
談

に
応
じ
て
い
る
。

「
川
崎
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
制
度
」

「
夏
期
・
春
期
休

暇
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
「
課
題

解
決
型
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
を
実

施
し
た
り
、
公
募

制
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
情
報
を
公

開
し
た
り
し
て
い

る
。「

課
題
解
決
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
で
は
川
崎
市
内
の
企
業

・
商
店
街
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
が
抱
え
る
課
題
に
学
生
が

主
体
的
に
、
解
決
策
を
提
案

す
る
。
今
年
度
は
５
月
１６
、

１７
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
か
ら
始

ま
り
、
学
部
・
学
年
が
異
な

る
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
組

み
、
１６
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

６
月
１８
、
１９
の
両
日
に
は

今
年
度
の
活
動
応
援
ス
ペ
シ

ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と

し
て
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
講
座
」
が
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
初
め
て
行
わ
れ
た
。
各

チ
ー
ム
の
代
表
を
含
む
３９
人

が
参
加
。
講
師
の
㈱
ラ
ー
ニ

ン
グ
バ
リ
ュ
ー
・
取
締
役
の

藤
田
恵
介
氏
は
「
こ
の
講
座

の
目
的
は
『
自
己
理
解
を
深

め
る
』
『
他
者
が
自
己
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
協
力
す

る
』
の
２
点
で
す
」
と
語

り
、
講
座
を
展
開
∥
写
真
。

学
生
た
ち
は
自
己
紹
介
を
兼

ね
た「
記
者
会
見
」、
グ
ル
ー

プ
内
で
意
見
の
合
意
を
導
く

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
も
と
め

て
」
な
ど
の
個
人
ワ
ー
ク
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
体
験
。

個
々
の
特
徴
を
生
か
し
、
一

つ
の
目
標
に
向
か
う
チ
ー
ム

作
り
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
得

た
。

自
ら
の
将
来
像
を
描
く
に

あ
た
り
、
自
己
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
手
助
け
と
し
て
同
セ
ン
タ

ー
で
は
「
自
己
理
解
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
生
田
、
神
田

の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し

て
い
る
。

６
月
１７
日
に
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
は
１１
人
が
参
加
。

国
際
規
格
の
性
格
検
査
で
あ

る
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
を
受
検
し
、
自

身
の
タ
イ
プ
を
探
っ
た
。
Ｍ

Ｂ
Ｔ
Ｉ
は
全
世
界
で
年
間
約

５
０
０
万
人
が
受
検
。
ユ
ン

グ
の
心
理
学
的
タ
イ
プ
論
に

基
づ
き
性
格
を
１６
タ
イ
プ
に

分
類
す
る
。
学
生
た
ち
は
、

資
格
を
持
つ
同
セ
ン
タ
ー
職

員
と
と
も
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
行
い
、
自
分
に
フ
ィ
ッ
ト

し
た
タ
イ
プ
を
探
す
こ
と

で
、自
己
理
解
を
深
め
た
。

◀

神
田
就
職
課
資
料
室

自
己
理
解
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

就就
職職
特特
集集
７～１０面

学生自らの将来像や
目標設定をサポート

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
受
検

キャリアデザインセンター

大
手
企
業
で
採
用
人
数

増
も
中
小
は
減
少
傾
向

主主体体性性養養いいモモチチベベーーシショョンン向向上上へへ

①
学
内
企
業
説
明
会

②
個
別
就
職
相
談

③
求
人
票
の
公
開

４４
年年
次次
生生
向向
けけ

ササ

ポポ

ーー

トト

キ
ャ
リ
ア
支
援
公
開
講
座

就職課スタッフがバックアップします

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
語
る

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
事
情
」
を
開
講

▲

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
活
動
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「チームビルディング講座」

倫理憲章改定で就職・採用日程が変更

後
期
か
ら
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
格
化
を
前
に

３
年
次
の
夏
に
取
り
組
む
４
点

▶

Ｓ
-
ｎ
ｅ
ｔ

を
利
用
し
企
業
検
索
す

る
学
生

▲

第
１
回
は
本
学
Ｏ
Ｂ

の
須
藤
さ
ん
が
講
演
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